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はしがき
本研究においては､ホルモン核内受容体であるレチノイン酸(RA)受容体(RAR)
の血管内皮に及ぼす影響を検討した言　さらに､これまでの研究に引き続いて､
ホルモン核内受容体ppARγによる脈管系調節機構に関する検討も行った｡
1)　腎臓におけるPPARγの発現: PPARγが腎臓において血管系､糸球体､
さらには尿細管にて広範に発現していることを初めて明らかにした｡
2)　脂肪細胞におけるPPARγ2とTNFαの相互作用:脂肪細胞においてTNF
αが転写因子C/EBP∂の抑制を介したPPARγ2の転写抑制を誘導すること
を初めて明らかにした｡
3)　RAによる血管内皮NO産生機構の解明: RAが血管内皮細胞において､
RARを介したPI3K/Akt系の活性化に伴うeNOSリン酸化/NO産生克進を誘導
することを初めて明らかにした
本研究によりPPARγ　とRARがともに血管系に対して有益な作用を示す可能性
が強く示唆されたことから､両受容体の制御が今後の動脈硬化病変の治療に大
きく貢献するものと期待される｡
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疾患;心血管作動物質研究の新展開｣大阪12/2/2005
7.菅原　明:ホルモン核内受容体の活性化を介した脈管系調節機構の解明｡
第79回日本内分泌学会学術総会｢研究奨励賞受賞講演｣神戸5/20/2006
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